
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 北九州工業高等専門学校 

研究タイトル： 

感性・主観情報処理について 

 

氏名： 白濱成希 ／ SHIRAHAMA Naruki E-mail： naruki@kct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本知能情報ファジィ学会，バイオメディカル・ファジィシステム学会 

キーワード： 感性情報処理，主観情報処理，ファジィ推論，ニューラルネットワーク 

技術相談 

提供可能技術： 

・ソフトウェアの設計技術 

・Web/メール/CGI/アプリケーション 

・感性・主観の表現技術 

・主観・感情の表現技術、感情語（感情を表す単語）の推論・合成、エージェントの実装 

 

研究内容： 主観観測モデル理論に基づいた人工感情処理システムの構築に関する研究 

現在まで行われている人工感情に関する研究は，人間の持つ複雑で高次なレベルまで表現したものは少ない．感情

の持つ特性として主観性，曖昧性，多義性，状況依存性等が存在するため，モデル化することは一般に困難である．特

に人間の感情というものは主観によって大きく左右される．これらの特性の中でも特に主観性に着目し，主観観測モデ

ル理論を用いて人間の主観的な情報処理を構築することを目指している．本研究は計算機上で実現可能な人工感情

処理システムの構築が目的であり，感情に関してどこまで人間の主観的な情報処理を構築できるかその可能性を探る

ことを目的としている．主観観測モデル理論は，観測対象のイメージを多次元ユークリッド空間のベクトルで表現し，写

像関数を用いて次元を落として解釈を与えることを，人間の主観による認識作用に対応させた理論である． 

これまでに応用として主観性を持たせた感性表現

ロボット「感性君」を実装した（右図記事参照）．このロ

ボットは４次元ベクトル空間で表現された感情データ

ベースに対して，主観処理エンジンによる処理を行う

ことで，あらかじめロボットに設定された主観に応じ

て，表情，メッセージ，行動を変化させることが可能で

ある．主観の設定もシンプルであり，[楽観,好奇心]や

[恐れ,皮肉]など感情データベースに登録された感情

語の中から２つを選択するだけである． 

現在はさらに感情より高次のレイヤーである意識を

実装する研究に着手しており，[思いやり]や[不平不

満]などより複雑な行動パターンの表現を数理モデル

として実装することに取り組んでいる． 

上記のメインとなる研究以外では，長年 ITセンター

で管理業務に従事した事もあり，Web/メールといった

サーバ設定や，CGI・スマートフォン用アプリといったア

プリケーションの開発も経験している．主に取り扱う

OSは FreeBSDであり GPLの Linux 等に比較して商

用に利用しやすい点が特徴である． 
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

主観観測ライブラリ（自作ソフトウェアライブラリ） PC サーバ 

 Webサーバ（Apache 等，フリーソフト） 

 メールサーバ（Postfix 等，フリーソフト） 

  

  

 

 


